






要約　新生児マススクリーニングのサンプリングには通常濾紙が使用されている。

濾紙にしみこんだ血液スポットのどの位置をパンチアウトしても一定量の血液成分が抽出

されるためには、採取された血液がスポット内部で均一に分布することが望ましい。しか

しながら、スポット中央部と周辺部では乾燥時間に差ができ、これによってスポット内の

血液成分の濃度分布が均一でないことが放射性核種を用いたオートラジオグラフィで示さ

れた。この不均一化現象は湿度が高いほど顕緒であった。


